
和語「恋人Jの中国語での受容について

清地ゆき子

O.はじめに
明治期に日本で訳出された近代訳語が、 20世紀初頭に中間諾に大量に受容

されたのは潟矢口のことで、その一部は《辞源)>(1915)でも確認することがで

きる。偲し、 í~JII読みの和語J 或いは「中国語に間義的詩集が存在する語j は

i中関認に定着するのが難しかったようである川。

これまで、五四時期における日中語葉交流の視点から、和製漢詩“失

恋"の中i諸諸での受容(2)や日中異形i可義語「三角関係J“三角恋愛"の成立と

引についてまとめた。本稿では、和語であり、 JIつ、中国語にi弓義的誘

議も手子在した言葉の考察として、「恋人j を取り上げた

中間語の“恋人"は、現代中間話の規範とされる《現代漢語詔典>>(2005) 

に収録され、“恋愛中男女的一方"とある日)。しかし、中留の古典に誌向義的

として H靖人"があり(6)、さらに 20世紀初頭には新語として“愛人"と

いう言葉も拝在していた川。和語であり、しかも問義的諮繋が存在する中で、

「恋人Jはどのような経緯で中国語に受容されたのであろうか。

「恋人j の中関認での受容過程を明らかにすることにより、五四時期

における日中

1 .和語「恋人j について

1.1訳語としての「恋人J

ることができると考える。

1983は、「恋人J は江戸時代初期の F好色五人女.!l (686)などには現

代語とほぼ同様の意味で用いられたが、江戸後期から明治初期の文学では

「色Jra男Jr色女J i靖人(いいひと)Jなどが{吏窮されたと指摘する似合

F恋人Jが再び、文学作品に登場するのはv 筆者の調査では、 1879年の「ロ

ミオとジュリエツトJの翻訳以降であった。(用例の下線は筆者、以下同様)

1.) (ロミオ)ハ(ベンブリヲ)ノ辞ヲ覚束ナク題、ヘドモ窓ムニ椙見ンコト

ノ楽サニ我ヲ忘レテ(後略)

(49) 



(f (ロミオ) ト(ジユリヱット)ノ話JW蕎楽の友』第1号、 1879.4.10、p.12)

2)其蛮ムなるロザリンに遭ふの便宜もあり又其心に従はざるロザリンに増

す花のなきにしもあらねば(後III各)

(r落花の夕暮(ロミオ、ジユリヱット)J 昭II{N!:~~知新樹~ 1885.4.7) 

恋愛が描かれた戯曲の翻訳に際し、相思相愛の男女を描写するには、

期の遊豊文学で遊女と客との関係に使用された「色J や i情人」などに代わり、

江戸前期の文学やそれ以前に使用された「恋人j が好まれたのであろう(へ

翻訳にあたり用語の差異化が意観されたと推察する。

1.2 r恋人j の辞典収録

「恋人」が訳語に採用されたことは辞典類の収録からも確認できる。

3) (suitor]恋忠人コイヒト〈嬰人〉

4 ) (minnaar]恋人

(W諮JlI手1]盟諸林大成~ 1814) 

(If道訳法~豆腐~ 1833) 

5) (beminde]室ζム (minmaar]窓ム (W和繭字議~ 1855) 

6) (lover]愛スル人.恋ム [suitor]1顔人.恋ム ( W英和対訳袖珍辞書:~ 1862) 

7) [lover]蛮ム (sweetheart]蛮ム (W英和学議 Ilfす膏挿!濁~ 1873) 

8) [lover]愛スル人，友，愛人，情人，蛮ム (W双解英和大辞典~ 1892) 

日本で初めて編纂された英和辞典 f諮厄手Ij態語林大成』に坂録された「コイ

ヒト」は、その後、『道訳法先馬~ w和讃字議』などのi菊学系辞典に「恋人j と

して収録される。幕末の『英和対訳袖珍辞書』では loverの訳語として収録さ

れ、明治期の英和辞典に引き継がれている。

1.3 r恋人」の汎用

「恋人Jは、 1880年代後半には新開記事や小説、さらに 1900年代に入ると

与謝野晶子らの短歌や新詩に多く使用された。
こvびと {ママ)

9)但し車中には彼の怨みある過にし蛮ムが今ま婚婚後の旅行の首程にて

最も華やうに打扮ちいる新婦の予を取りて

(f違約の返報J If読売新鶴~ 1887.10.15、朝刊3商)

10)珠運が笑し気に窓ムの往し跡に移るを満足せしが、閤りしは立像刻む稼

の大きな良木なく、 (幸田露伴 f麗流仏』吉岡番籍属、 1889、p.84)

11)蛮ムのやさしき胸に究りそひて笑みつつ逝きし君は幸あり

(与謝野晶子 F小天地』金尾文淵堂書歳、 1900.11: W与謝野晶子全集』

第1巻歌集1、講談社、 1981、p.320)

(50) 



12)今は亡き姉の恋人のおとうとと なかよくせしを かなしと思ふ

(お)111原木 w-擦の砂』東雲堂、 1910、p.90)

「北村透谷が fJ獣世詩家と女性j でいったような新時代の「恋愛J を鉄幹や

晶子たちは「恋J という認をつかってうたった(J())J と指摘されるように、晶

子の短歌には「恋Jや「恋人Jで始まる歌が多い (11)0 恋愛の対象者を表す言

葉として、「恋人Jが普及する一つの要因となったかもしれない。

2.中国語における“恋人"の受容 ~翻訳、新詩、評論~

中国語では、“恋人"は20世紀初頭までの英華・華英辞典類や《辞源》

(1915) には見られない。筆者の調査では、 1919年のLS(魯、迅)訳〈一個膏

年的夢〉第二幕で訳語に当てられたのが最も早い使用例であった。これは武者

小路実篤の反戦j戯曲『ある青年の夢』の翻訳である(12)。

13)乞食 あなたの恋人は戦争で死んだのですね。何万人か死んだ内の一人

になったのですね。

(武者小路実鷺 fある青年の夢』第二幕、洛i場堂、 1917、p.161)

部的室ム，死在戦争捜了罷。{故了死捧幾万人中的一個了罷。

(LS訳〈一個警年的夢〉第二幕《留民公報))1919.10.2、第5抜)

ここではち「乞食」が「女一Jに!句かつて発話した「恋人Jを、魯迅は原本

どおり“恋人"と訳している制。

1920年代に入ると“恋人"培、日本の評論の翻訳にも克られた。用例14は

Y.D.が醗Jrl臼村の「近代の恋愛観Jを抄訳したものである 04J0 

窓ムのためには身をも心をも捧げてJ措しまないと言ふ奉仕の心である。

(野JII自村「近代の恋愛観Jli東京朝日新鶴II 1921.10.4) 

向性問的犠牲精神，往往為了益ム的関係，難赴湯路火，亦戸庁本辞。

(Y.D.訳〈近代的恋愛観>((婦女雑誌》第8巻第2号三 1922.2、p.10)

厨JII 臼村の「近代の恋愛観j が 1922年に『近代の恋愛観~ (改造社)とし

て出版されると、中国では任臼祷による抄訳《恋愛論))(上海学術研究会叢書

部、 1923) や裏工雪辱による完訳《近代的恋愛観))(縄明書岩、 1928) が相次

いで出版されたが、いずれも原本にある「恋人j は?恋人"と訳されている。

1920年代前半に、“恋人"が最も多く使用されたのは新詩の分野と言える。

現代詩の月刊誌《詩》や湖畔社の詩人による恋愛詩に度々龍馬された。

15)有一後一一静寂約一夜，我RE!向那弧燈点着的所窓去会我底蛮ム。

(維棋〈黒獅><(詩》第1巻第3号、 1922.5、p.53)

(51) 



(ある夜一一静かな夜、私は…つだけ I~~かりがついている所に向かつて

り、恋人と会った)

16)懸崖絶壁間一対恋ム，道j護'1婁憐地哀11今。

(託静之〈一対恋人>(<慈 I~e;))盟》日E東図書:錦、 1922、p]).:39-40)

(断崖絶壁にいる…組の恋人が、悲しみにくれて嘆く)

17) 蓮蕊問題甘隠積的蕊ムIlllill!不要減了術的紗燈。 (ljHl 多〈寄懐実秋〉

1922.11.25、《清華期刊))260J明文芸増干IJ第1期:<<紅燭》泰東!調書j語、 1923、

p.185) 

(ハスの花の中でぐっすり眠っている恋人よ。あなたの灯を消さないで

ください)

18) 我有過三個室ムー難然地ir9 者r~不知道。(1lI告)養活在我的心窓盟，

ム的地去iJ還是健在。(椀寿(爵作人)<地1P1l><<展幸世話iJ刊))192:3.4.9、第2版)

(私には三人の恋人がいた。彼女たちは知らなかったけれどり(I中III各)

私の心の奥に養っておけば、三人の恋人の彼女はやはり健在である)

19)没有一株楊柳不為李花市真剣玉，投有一水不為東!鼠i次鍛，没有一個室ム不

為窓ム悩着。

(鴇雪!峰〈拾首春的歌〉八《春的歌集))1923.12、])p.5-6:上海欝感、 1983影印)

(スモモの花に狂わされない榔はない。東の風に吹かれて波立たない水

はない。恋人に悩まされない人はいない)

用例16の“一対恋人n は、現代詩のように H恋人"が相思相愛であること

を思わせる。 j王静之は 1919年から 21年の閥、魯迅、!習作人らに作詩の

を受け、《慧的j琵》のく序〉は朱自湾、胡適らが執筆したっその中で、柄通は

f完全に解放された青年詩人を見ると、丁度纏J~をしていて後にそれを;まどい

た婦人が、全く纏足をしてない女の子たちがあちこち飛び回っているのを見て、

賎で被妬し、心で嬉しく思うのと同じである(!勺と詑静之の詩を賞賛した。

周作人も《慧的嵐》の出版後、!日派から「不道徳j だと批判を受けた際には、

fl日道徳の中で不道徳とされたことこそ、恋愛詩における精神だ、(16)J と法静之

の詩を擁護した。)習作人自身も与謝野晶子や石川啄木などの詩を翻訳し問、

自らの体験を語った恋愛詳の中に“恋人"を使用している(用例18)。摺例

19の湖畔社の詩人・鴻雪絡も啄木の嫁歌を好み訳詩もしていた(l針。〆中国の恋

愛詩においても、恋愛の対象者を表す言葉として“恋人"が求められたと推察

する。

さらに、 1920年代前半に“恋入"が度々使用されたのはち《婦女雑誌、》な

[52) 



どで、 I~ El~恋愛や自由結婚が盛んに論じられた評論の分野であった。

20) 我fli~所主張的 f霊!均一'致』是{吏己得到霊感的雨空ム，得能結合前発生肉

J惑上的関係，以完成恋愛的本質，及種族的使命，並不是霊肉問11寺並起，

就ll1↓霊i均一致。 (Y.J).(自由恋愛与恋愛自83続編一帯答照子女土一)<<婦女雑誌》

第9巻第2号、 1923.2、p.46)

(我々が主張する「霊肉…致Jは既に霊感を得た二人の恋人が、再び結

ばれて肉体関係を生じさせることによって、恋愛の本質及び援族の使

命を完成させることで、霊と!売が同時に生じること霊肉一致と呼ぶの

ではない)

ttlJ使潟カ欝門，脱離家庭，百社会j表皮是一様的凶悪，終不許{都fF'j一対親

愛的蛮ム挿足。(小立〈恋愛問題)<<中間青年>)57期、 1924.11、pp.136-137)

(たとえ力のi浪りに頑張って家庭から脱けIIIしでも、社会はどこにおい

ても同じように恐ろしく、結局、あなたたちのような親愛なる恋人が

足を踏みいれることは許されないのだ7
用例20では、 Y.D.が読者の「自由恋愛」と「恋愛の自由Jの棺還は何かと

いう間いに答える中で、恋愛する二人を“恋ノぐ'と表している。

1921年から《婦女雑誌》の編集長を務めた章錫環が「私は恋愛を用いて婦

女の問題を解決する出発点としたい(19)Jと論じたように、持時期の知識人に

とって霊肉合ーの恋愛、及び女性を一髄の「人」として認めたよに成り立つ恋

必要立つ重要なことであったと思われる。

3. “恋人"の汎用と定着 ~小説、辞典~

1920年代後半に入ると“恋人"は小説でも{吏用されるようになるつ張資平

は日本に留学中の 1920年から多〈の恋愛小説を発表したが、 1926年の翻案

恋愛小説《飛紫》で“恋人"を用いた(20)令また、日本との接点が少ないと思

われる茅腐の{乍品にも“恋人"は度々使用された(21)。

22)梅若手;是ノト美男子，在他的蛮ム的我的眼中既不是十美男子，在其他的女

性眼中更不是美男子了。(張資平《飛紫》創造社出版部、 1926、p.14)

(梅君は美男子ではない。彼の恋人である私の白から見ても美男子では

ないのだから、ほかの女性の自にはなおさら美男子には映らなかっ

た)

23) r主席鋭，要禁止密母式龍， I司王女士恋愛.為仔王女士先有蛮ム，気得

来襲尋死路.J (茅f雷〈幻滅)<<小説月報》第四巻第9号、 1927.9、p.15)

(53J 



(i委員長Aは、ミスター龍と王女士の恋愛を禁止しなければならないと

った。それは、王女士にはもう恋人がいたので、 ミスター龍が悔し

くて自殺しようとしたからであるJ)

さらに、“恋人"は 1920年代後半以降の辞典に収録されるようになる 9

1928年の《綜合英漢大辞典》に loveの訳語に当てられ、《王雲五大辞典》

(1930) には、 H心愛的人"の意味として収録された。 1945年の《国語辞典》

には“相恋愛之人柊と相思栂愛の男女を意味することが明記されるようになる

4.おわりに

和語「恋人Jは、明治初期に西洋文学の訳語に当τられ、さらに、与謝野晶
子らの恋の歌にも多く用いられることにより、恋愛する二人、相思相愛の男女

を意味する言葉として普及したと思われる。

その意味を含んだ“恋人"は、 1919年に魯迅が日本の戯曲を翻訳したi様、

訳語に当てられ、 1920年代前半には湖畔社の詩人による恋愛詩や恋愛に関す

る評論に多く使用された。さらに、 1920年代後半には小説に用いられるなど

汎用された。中i蛮の古典認である“情人"や新誌である“愛人"といった同義

的諮養が存在したにもかかわらず、“恋人"が受容されたのは、恋愛の描写及

び恋愛という概念の普及のために必要な言葉の一つであったからだと推測する 9

後に、同義的語義“情人"“愛人"には意味の派生が生じ、“恋人"とは意味

を住み分けることになるつ男IJ稿で論じたい。

j主

( 1 )室1]1993(立、《辞諒》の正繍には 1801語、続編には37語の日本語語教が収録された

が、訓読みの和語の場合、或いは、すでに中圏諸に!司義的語畿がある場合は定着し

にくいと指摘している。和語の定着率は 12.59ら(和語全数88諾中 11語)であった

(p.9参照)。

(2) i恋愛用語「失恋j の成立と伝播の一考察J~中国文イ匂第 67 号、 2009ム

(3) i恋愛用語「三角関係Jと‘三3角恋愛"の成立と定着-1920年代の日中語議交流の

読点から-Jfj'日本語の研究』第6巻第2号、 2010.40

(4) fj'日本国語大辞典A (小学館、 2002)は、「恋人Jの意味を「その人が恋しく患って

いる相手。現代では特に、お2まいに恋しく思い合っている場合の相手をいう(後

略)Jとし、初出例に F関窓撰歌合s(藤原信実女、 1251)を挙げている。

(5)“恋人"は、《現代漢語謁典》には1996年の第3版以i峰に“?恋愛中男女約一方"と

(54) 



収録されている。また、 2010年の《現代漢詩規範詞典第2)坂>>(李行健主編、外語

教学l::j研究出版社・語文出版社)には "*m愛的男女或其中的一方"と収録されてい

るつ

(6 )張1993は、男女の恋の感情は、じ|督Jということばでj晃代未頃からおもに詩のなか

に表れたと指摘する (p.l1参照)Q <<漢語大詞典>>(i英語大詞典出版社、 1986寸944)

には、“情人"の所謂恋人の意味の使用伊iJとして、宋代の《楽府詩集》を挙げている。

(7 )“愛人"の「人な愛するj という意味・用法は、古くは《論議》に見えたが、所諮

恋人の意味としてsweetheartなどの訳語に当てられたのは、日本の英和辞典類も参

照して編纂された 1908年の《英華大辞典))(顔恵慶等編輯、}寄務E)J翠:館)以降だと

!器、われる。 1920年代の創作にも所謂恋人の意味としての使用が多く見られた。また、

静1993は“愛人"の意味変化を考察し、“愛人"のこの意味・用法は日本語からの

{昔j容だとしているの

(8 )半沢1983は紅戸後期の文学に「恋人j の摺例が見当たらない理由として、江戸後

期の文学が遊郭の場面を中心に展開されたことと無関係ではないと指摘する (p.43

参照λ

(9) r恋人Jは、その後の河島敬蔵訳『春措浮世之夢Jl (耕文社、 1886)や島崎藤村訳

一関J(W女学雑誌』第324号、 1892.7)、緑堂野史訳「わかきヱルテルがわ

づらひJげしがらみ筆紙Jl1893.12)などにも訳語として使用されている。

(10) r埼木津英「明治の訳語接吻、停車場、手IJ己JW短歌研究Jl1998.4， p.47o 

(11) w定本 年謝野晶子全集Jl (全8巻、講談社、 1979寸981)には、「恋Jr恋0Jr恋

するj で始まる歌が120普余り、「恋人j で始まる歌が30詰所収されている。

(12) (->f関青年約夢)(立、 1919年8月15日からまでの《爵民公報》に第三幕の途中まで

が掲載されたが、 10月25日《国民公報》の発禁により中断し、全訳は翌年の{新青

年))(第7巷・第2号、 1920.1-第7脅第5号、 1920.4)に連載された。

(13)その後、魯迅が翻訳したく出了象牙之塔) (1925) (原本:厨)11自村 f象牙の塔を

出てJl (福永欝路、 1920)ゃく現代篭影与有産階級)(1929) (原本:岩崎超「現代

映画}と有産階級JF新興芸術2第l号、 1929:11.1)でも原本の「恋人Jは“恋人"

と訳されている。

(14) Y.D.について西機1993 (p.89:桟 8) 泣呉党農 (1896~1989) とするが、部丹編輯

((I~東翠道訳文集)) (1:菱自大学出版社、 2009)にY.D.訳〈近代的恋愛観〉が所収されて

おり、 Y.D.は陳望道だと思われる。

(15)胡適〈古丹序〉技静之《惑的鼠》

(16)周作人〈情詩)(<農報部干JJ>)1922.10.12令
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(17) )詩作人〈雑訳日本詩三十首><<新青年:))第9巻第4~号、 192 1，8 ， ))p，29-400 

(18)施設存〈序〉戴望辞《戴望静訳詩集》誌!li寄人民出版社、 1983:秋吉久紀夫訳編『載

望静詩集』土曜奨術社出版販売、 1996、])，227参照。

(19)章錫深く恋愛問題1)守討議><<婦女雑誌;，))第8巻第9号、 1922.9、)).1220

(20) <<飛繋》の (J芋〉に、池田小菊の「帰る jァ3J伊東京朝日新聞A1925.5.1-7.29、全90

関連載)の翻案であると記されている。尚、張資平の1920年代前半の小説で、は、所

謂恋人の意味では h愛人"が使用され、所講妾の意味では“情人"で表す傾向が毘

られた。

(21) <動揺> (((小説月報》第四巻第9号、 1928.1)、《子夜))(1933)、<<n評蝕))(1941)。
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